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ウドンコ菌科に属する菌中に合有せらるる

「フィプロシンj鰭に就きて

本間ヤス

ON THE叩 IBROSIN=BODY”OPERVSIPHACEJE. 

BY 

YASU HOMMA. 

ヲ1-・ :/ ：%菌科（Erysiphaceae）に属する菌類の体中、殊に共分生胞子中に

一種の貯蔵物さ見倣さる、「7-rプロジン」体（F'ibrosi1トbody）ど稽ずる物質を

合有す。抑々該物体の存在民就きて始めて報告せるものは千八百八十七年

W. ZoPF氏（rr）にして、氏はセイヤヲサシザジ（Crataegus Ozyacantha）に

寄生せる Podo.ザhaeraO砂aca11thaeの分生胞子並に捨子梗中氏従来知られた

る植物細胞合有物さ其形態並び庇化事的性質に於て異なる一種の成形物の存

在を認め、共形般に四型あるを詑し、更に種々なる試薬に封する反騒を調査

し、 Fungus-cellulose,Cellulose, Cellulin, Paramylum並に澱粉等の成形農水化

合物さ比較せる結果 Fungus-cellulose ~は一致せぎるも、他物に比して近似

の性質を有するによ 0、Fungus・cellulose郎も FREMY氏の所謂 Fibroseに因

みて＇＇ Fibrosinkorper”さ命名し、尚本体は初め携子梗中民生じ、分生胞子の

絞生せらる、際之れに入。、漸次大形どなり、後胞子殺芽の際に消失利用せ

らる、貯蔵物たるを報告せb。同氏（r2）は千八百九十年其著書“DiePilze＇’中
K之れを記述せしを以て庚〈人の知る所ごなれb。

爾後本体につきての報告を見ぎりしが、千九百十二年及千九百二十六年

に E Fo世x氏（1,2）は特に之れにつきての論文を公表し、「7-rプロジシ」体

の化皐的性質を迫求し、アJVカ9を加へたる Rosazurineのみによ bて美麗な

る赤色K染色せらる、こ芭を認め、吏民権子梗中じ A. MEYER (4）の所謂

Volutinに該嘗すぺき染色頼粒 （Coゆuscu!esmetachromatt"que）あbて、此物体

が除々に「フ4プロジシ」体の周固に集b、之れを増大せしむるものなれば

[Transact. Sapporo Nat. Hist. Soc., X, Pt. 1, 19zS.] 
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Volutinは一時的貯蔵物にして途には「プ4プロシンJ体に合有せら急、ものな
らんEせち。
以上智通せる雨氏の外、本体の存在につきて詑遁せるもの砂からぎれ共

直接本体の性肢Uとっきて論及せるものなきが如し。予は千九百二十二年以来

クドンコ菌科の研究に従事し、従って「ア 4プロジンJ体の性肢仁就きて調査
せる所あ b。千九百二十五年，農皐曾、日本農塾化皐舎、札幌農林事曾聯合大

集曾の席上に於て「ク 1－~ yコ病菌科の分生胞子内l二存ずる「フ 4プロシン」の性

質に就てJさ題し其の梗概を講越し、之れが抄録は載せて札幌農林皐曾報第
十七年第七十五、七十六競百十八頁にあり。翌々年津田乗吉氏（9）は千九百

二十七年肇濁総督府中央研究所農業部報告に「分生胞子時代よ 0観たる牽潜
産粉病菌属」につきでの報告費表せられ、共内に該抄録を引用し予が「ア4プ

ロジン」粒さ呼ぴたる頼粒は Volutinに外ならぎる事を記せり。

本論文に於ては梢々詳細庇亘りて予が「ア 4プロジン」体につきて行ひた

る賞験結果を報告せんとす。

本研究をなすに営。常に懇切なる指導を賜6L-、宮部、伊藤雨先生に深

厚なる謝意を表す。

「フィブロシシ」体の分布及形態

「フ 4プロジン」体の形態につきでは、巳に記せる如〈千入百八十七年

ZOPF氏（II）は PodosphaeraO.xyacanthaeの分生胞子及捷子梗中に之れを稜

見し、之れに四型あることを記せり、即も

r. Typus der mehr oder minder臼achenScheibe. 

2. Typus des Hohll王egels.

3. Typus des Hohl!王egelsmit abgeschnitter Spitze. 

4. Typus des Hohlcylinders. 

向氏は本体を Sphaerotheca及び Erysipheの如き他属の代表者に於ても

之れを認むるも、多くの種類、例へば Cz"chorimnlnty伽sIF:寄生せる Eりながんr

Ciclzorz~αcearum, Melito却s~r.寄生せる Eヮゆhe Marti£ 等 ~ζ於ては微少、識細

Iこして廓大を増し、光度を趨頁ならしめゴれば之れを認むるに難き旨を詑し

f&J附するに本体の園を以ってせり。ヨたに Fo主x氏（1）は「ア4プロシン」体

の貸駿材料ごして衣ぎの種類即も PodosphaeraO砂acantlzae，争＇haerothecapan-

nosa, SpitαerotlzecαHumuli, Eryszphe Polygoni, .Erysip!te Ciclzorac仰向：m,Micro-
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乎＇haeraE仰叩’mi,Phyllactinia Coヴ＇ka反び O必ゆsistauricaを用ひ各種の分

生胞子中に「ア4プロシン」体の存在主認めた bo即ち ZoPF,Fo宣x雨氏に依

りて院に Podosphaera,Sphaerotheca, Erysiphe, Microsphaera, Phyllactinia, Oi喝

diopsisの六属中に存在するこさを知られ、津田氏（8）は千九百十四年塞樽農

事試験場特別報告第九競に於τSphaerotheca,Podosphaera, Sa wadaeaの三属

の分生胞子中に之れが存在を認め更にラドンョ菌科を分生施子の性質によ。

て分類するに嘗りては本体の存否が極めて重要なる標徴なりとなせれ之れ

によりて見れば氏は従来共の存在を認められたる Erysirhe, Microsphaera, 

Phyllactinia, Oidiopsis麗に於ては其の存在を認めざhしな 0。千九百二十六

年 v.SKORil：，氏（7）の観察せる線ぺてのラドンョ菌の分生胞子中に本体を認
めたるも Sphaerotheca,Podosphaera, Uncinula属に於ては著しく大形tとして

少数なるも Uncinulanecator及他の菌にては著しく小形にして多数存在する

こさを記せb、而して氏が共著述中広記せし麗は Sphaerotheca,Podosphaera, 
Uncinula, Erysiphe, Trichocladia, Microsphaera, Phyllactinia, Leveillulaなるを

以ってせば凡て之等の属中に分布することを認めたるものご言ふィLO 予は

本邦産ラドンコ菌科に属すィさ属の各種につきて共の存否を賃験するに営り

ては常民「プ4プロジ yj体が「Eaudu JaveIJに不溶性なるを利用して施子の

寄生植物／［（附着せる儲三週間浸漬し置き観察の障害？とる他の細胞内容物の大

部分を除去し、以て「フ 4プロジン体」のみを正確鮮明に残留せしめて後決定

せり。之れによりて供試属中共存在を見ぎるものなし。但し Typhlochaetaに

於ては未だ其の分生胞子時代を見出すニ芭を得Fる民よ O確謹ずる事を得十
之れ広よ bて新に其存在を認めたる属はUncinulopsisなり。

以上の如〈「引プロシンJ体はウドンコ菌科の各嵐を遁じて含有せらる

るもー属中氏属する各種類に於τ必守、しも同一形態を呈するものに非らする。
即ち ZOPF氏が記せる如〈園板状、国壌獄、固錐航、切頭園錐肢にして国板

肢のものを除（外線ぺて中空なるものなり。之れを般り／［（特種型「ア4プロジ

ン」体と呼ばんとす。向以上の形態の外是れご化事的並に物理的性質に於て

金｛同一なる頼粒般のものあり。之れを「ア 4プロジン」粒t呼ばんごすο而
して後者は特輯型「フィプロシン」体の存否に拘らすも凡ての積額を通じて常に

存在する所のものなり。

「7ィプロシシ」体の佑畢的性質

¥7-iプロシン」体lこ就きて ZOPF氏（11）は苛性加里、クロム酸等を作用
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せしむるも澱粉、 Paramylum及び Cellulinの場合芭異bて何等の層燥を認む

るこさ能は歩、濃硫酸を蕗理せしむれば辛ふじて溶解するも硝酸（冷時）、酸

化銅ア Y毛ニヤ液、苛性加里民は不溶解院して、グローJV沃度亜鉛液院は不

溶解Uとして且つ染色せ今、加熱苛性加里並区湯によ bて膨脹し、沃度、酒精、

エーア JV、クローホJVム、オスミクム酸並区アニ yy色素に劃して何等の反

聴なき民より蛋白質物、脂打b並に樹脂類芝は共¢類を異にし、成形炭水位物
Fungus-cellulose, Cellulose, Cellulin, l'aramylum；及び澱粉さ比較し一々其類似

勲及び相違黙を塞げ、濃硫酸、苛性加里、酸化銅アン毛ニヤ液、グローJV沃

度E鉛液、沃度並lこ硝、酸t二重まする民臆に於て本体が Fungus-cellulose ~ iI別
し能はぬこ芭を記せb。命同氏（12）は千八百九十年に於て前記の反鷹の外塩

酸院も不溶解なるを詑しあり。

予は数種の試薬を以てし：更に色素並に酵素に謝する反臆を検査せれ共

の貫：験結果次の如しo

I. 硫酸一濃硫酸により常温にて除々民溶解す、稀硫酸にては襲化なし

ZOPF氏（II）は稀硫酸に於ても濃硫酸ご同一結果を得た b芭龍しあるは或は

稀轄の差によりて起9t..差違なるべきか。
2. 硝、酸ー濃硝、酸を注加するも麓化なれ菌体内の内容物の溶解せらる

、が烏に「フ4プロジYjl体は一層明瞭に認め得らる、に至る、之を克斯焔中

lこて煮沸する時は溶解して其形を失ふ。

3. 瞳酸ー濃盟酸を加ふるも前同様不溶性lこして之を煮沸するも僅かじ

膨脹するに過ぎすも。

4・ i酉石酸、藤酸、蟻酸ー濃厚なる之れ等有機酸を加ふるも少しも襲化
なし。

5. オスミクム酸一本液を加入するも襲化なし。

.6. 石茨酸一石茨酸の十ニパーセシトの白濁せる液を添加し？とる時は漸

次膨脹して「フ 4プロジシ」体はー塊芭なり、之を熱する時は更区著しぐ共の

形を襲むて不正の圏塊さなる。

7. 苛性加里一一パーセントの苛性加里を加ふるも襲化なりれざも煮沸

する時は膨脹す、然れ共前者の場合の如（集会する事なしo

8. 酸化銅アン毛ユヤ液（Ammoniacals.olution of Copper Oxide）一同液

の注加によ bて何等の反臆なきも煮沸するに及び膨脹す。

9. 沃度沃度加里液ー沃度反臆を起きすも。

10. ジヤイノV水（Eaudu Jave！）一三週間の長期間中寄主植物の葉に附着
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せる僅、叉は車濁に胞子のみを浸潰し置きたるに細胞の内容物の大部分は溶

解せるにも拘らする依然さして「 7~ プロジシ」体のみは残留し愈々鮮明なる形
態を表はずに至れり。

II・酒精、ェーアJ吾、ク官、フ才ノVムー何等の反臆なし。

12. 水一蒸舘水にて煮沸する時は甚だ僅かに膨脹する性あb。

以上教施の反膳につきて反復之れを寛験し「7~ プロシン」体は極めて諸

種の薬品に抵抗力の大なるものなるを確かめ得たるご共lこ常に特種型「 7~ プ

官シン」体の外頼粒肢を呈する所謂「7-1プロジシ」粒の存することを認めた

れ（第一表参照）

「7ィブロシン」体の染料に劃する性質

「プ4プロジン」体は諸種の染料に劃して甚fご陰性にして即時に染色し得

るものは現今に至る迄求t"：：見出され今、只千九百十二年Fo茸X氏（1）ば“Ro-
sazurine”によりてアノVカ？ー溶液の存在する時tこ於てのみ着色せらる、事

を詑述せるを見るのみ、著者の貫験結果を列記すれば究の如L0 

第 回

材料芭してエ3耳ノヨ？ νゴ（幼lusbaccata var.例and』C必urica)Iこ寄生せ

る Podo.伊bαeraleucotn: 

先づ新鮮なる材料の分生胞子のみωもの及ぴ寄生植物に着生せる盛のも
のを約三週問「~ヤイJV」水中 lこ浸漬して胞子の内容物の大部分を溶解 L去り

「ア4フ．ロシン」体のみを鮮明に残留せしめ、ヨたに下記七種の染料を以τ試験
せb。
1. Methyl blueの水溶液、

2. Anilin blueの水溶液、

3. Acid fuchsinのアJVコ－JV溶液、
4. SafraninのアJVコーJV溶液、

5. Iodine greenのアy ョーJV溶液、

6. Pianase （町、
7. Orange G.のアJV:%-JV溶液。

以上七種の染料に五分間づ、虞理して検鏡せるも微量の着色をも認めすも
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第 回

J. νアラー氏媒染剤を最初に作用せしめて後、第一闘の染料を住加し

染色を行ひたるも不成功に終れ0。
2. ァュ ＇） ：／水 Gentianvioletを使用せるも着色せ令。

第 回

供試材料はユフガホ （Lagenariavulgaris var. clavata）に寄生せる争＇ha-

erotheca fuligineaの分生胞子及共の捨子梗中の「ア4プロシンJ体の新鮮なる

ものを用ひた f)0 

I. Azure-Eosin-Methyl-blue solution似たmsa）一最初材料![c:苛性加里、

又は苛性曹還を注ぎ之れに染料を加へ〈同液はアJVカヲによ b積赤獲す）カ

~－~ーグラス ![c: て覆ひ乾燥を防？？とめに混室中広入れ置く、混室中の襟度は水

摘を生やしめさ五程度L亡し、水滴の染料に混じて槌色せまる様注意して行へ

たり、斯（しT三日開放置したる広明かに細胞内lこ於て「 7，プロジン」体は

紫赤色ι染色せられたるを見？と0、向確賃に之れを碓めんと欲し四日聞を経
て細胞を犀し「九プロシシ」体を遊離せしめτ按鏡せるに前同様濃厚なる色
を以て美麗に着色せり。染料l二添加せるアJVカ9の濃度は強きものを使用せ

ば赤色に傾き、弱き時は紫色![c:傾くを認めたり。

2. 紅の水器液

1、酸性Uとなせるもの
官、アノVカヲ性になせるもの

紅の石茨酸液

イ、酸性民なるせるもの

ロ、アノVカ9性Uとなせるもの

3・Delafield’salum haematoxylin. 

4. Safranin. 

以上、 2,3, 4共に四日間作用せしめたるも杢〈着色せず。

第 四 回

最初二日間「ペプジン」に作用せしめ後稽々の染料にて数日間染色し、水

洗して強鏡せる仁「h プロシシ」体には鍾化な L0 
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第 五 回

I. Methyl blue+ K(OH）ー始め濃厚なる苛性1.m里を注ぎ之れに Methyl

blueを加へ放置する事一週間にして胞子の全部は殆ざ黒色に近き藍色に獲

今、ヨたいで酸性アJV::t -JVを注ぎて脱色し強鏡せる広明瞭If(鮮かなる藍色を

呈せ b。
2. Gentian violet十Na(OH）一（1）ご同一方法を以て最初に苛性曹還を加

へ究院 Gentianviolet k浸漬する事十日間Uとして「ア4プロジシ」体は美麗な

る帯黄続色庇着色するを見る。

3. Fuchsin+Na(OH）ー（2）さ同一方法を用ひて十日間染色を施したるも

伺等麓化するこまなし。

以上数回の賞験に於て Azure-Eosin Methyl blue十K(OH),Methyl blue 

+Na( OH), Gentian violet十Na(OH）の三種の染料化於て明かに染色するを確

めたh。
元来「ア 4プロシン」体は普通使用せらる、色素にては始ざ染色せられぎ

るものさ認められたるも予は前述化皐試験並びに Fo茸x氏の寛験結果よ。

考察しアJVヵ？三色素さを併せて用ひたらむには何等かの鑓化あるぺしさ推

測せる Uとよ bMethyl blue, Gentian violetをアJVカ9液にて蕗理せる後ι注
加し、数日間置放したるに蕊民橡想に反せ今鮮明広着色するに至れるなり。

此の場合区用ふる色素ば酸性アニ？ン類Uとでは不通嘗なるが如し。而して

Fo茸x氏の使用せる RosazurineはEthyl-i9-naphthylamine-7-sulphonicacid+ 0・

tolidine + [9-naphthylamine-sulphonic acidなる成分を有するものUとして本色素を

以て試験するこさを得ぎOしを遺憾さず。

要するに「フィプロシン」体は撞基性染料に劃しては精着色し易〈、酸性

のものじありては始ざ不反臆の如しO 而して何れの染料にせよ着色するには

数日聞を要し、直に染色するものを見す～ Azure-EosinMethyl blueに於て最

も着色し易しさは雄ざも命ほ数日聞を要す、叉アノV カYを添加せる場合に於

てのみ着色せらる》は「ア4プロシン」体が之が錦If(幾分の鑓化を来し、着色

し易き性を帯よるι至るものならむも明かなる誼明は後日の研究主待たさーる
べからず。（第或表参照）

酵素に劃する性質

「フ 4 プロジン」体の性質 t二就きて向ほ一層明か民せんがため ~r.＊.の数棟

の酵素民主まする反躍につきで試験を行ひti.h 、此の寅験~r.於て最も困難を戚
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じたるは純粋なる酵素を得る事の容易ならぎる事l亡して共の結果充分なる謹

明を得gbし慮あるは誠に遺憾ごするものな b。
供試材料はユアガホ （Lαr.genariavulgaris var. clavata) l[C.寄生せる初ae-

1・otheca Juli以前d の常に新鮮なるもののみを使用し、温度は常に揺氏三十六度

乃至四十度の定温器中に保存し、容器は高さ二寸五分の試験管を使用せb。
I. ベプジン（Pepsin）一市販のペプシンを微温湯民て溶解し之をスライ

1－~上に取 b 、針にて新鮮なる分生胞子を入れ時々強鏡せる l二次第に細胞の内

容物は分解せられ去るも「アィプロジン」体は全（襲化なく漸失明瞭に見らる

る民至れ0、之れ「71プロシン」体がペプジンには何等作用を受けさ。るの置

なb。
2. 件ヂアスターセ（i9-diastase）ー前回さ同一方法院て慮理せる lこ「ア4プ

ロジシ」体は除々に頼粒股ぢなウ一章夜にして原形を杢ぐ失ふに至れh。

3. タカヂアスターゼ（Tal叶 diastase）一膨脹を起す。

4. 茸よ b採 bt乙る酵素一膨脹を起す（本酵素は Coprinussp.中に含有
せられし酵素をク・9セリンにて浸出し貯蔵せるものを使用せb）。

以上の事賓を確めたるに由 b更に失ぎの寛験を試みた0、四本の（I,II, 
IIT, IV）試験管をと 0各々に約五立糎のベプシン液を入れ、可反的頼多の分
生胞子を浸し、定湿器中に保も、第二日自に検鏡せるに明かに細胞内容の分

解せられて「プィプロシン」体のみ著しく明瞭に残留せり。 （此の酵素を最初

K作用せしめたるは細胞内容物中の蛋白質物を除去し「プ 4プロジシ」体のみ

を保留せしめ寅験を明確ならしめんが烏な判。 I,IIの試験管に劃しては遠

心分離器を・用ひて胞子を沈下せしめ蒸館水にて数回同方法を用ひて洗浮し、

杢〈ベプジンの除去せらる、を特もて之に「(3－ ヂアスターゼ」を加へt~ 9、然

るに二十四時間にして「フ 4プロシン」体は不明瞭．となり細胞内には頼粒体の

み見出さる四十八時間にして愈々不明瞭どなれり。而して III,IVの試験管

中のものは依然ざして「Yィプロジン」体の存在を認めらる口次に再び Iを戴

回洗却して之に「タカヂアスターゼ」を加ふ、元来「タカヂアスターゼ」中に含

有せらる〉酵素は Amylase,Invertase, Maltase, Ra伍nase,Emulsin, Inulase, Cy-

tase, Protease, Lab enzyme, Oxydase, Reduction enzyme, Catalase, Alcoholic 

enzyme等なり、而して此の場合は「ア 4プロジシ」体にペプジン及「，3－ヂアス
ターゼ」の作用せし後なれば以上の酵素中主として影響を及ぼすべしと思は

る、ものは Cytaseにして若しAmyiaseが「F」系のものならば杢〈作用せぎ
る〈ぐ若し作用ずさせ：~ 「α」系のものなる事を知るぺ〈、其他の酵素も幾分
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の影響を及ぽすものあらむも大なる関係なきものさ思推せらる、而して前慮

置をなせる後二十四時聞にして頼粒体は依然ごして残留しありて細胞壁は浸

害せらる冶を見る、四十八時間にしてー屠此の肢態は進行す、 IIの「／3－ヂア

スターゼ」を加へて保存せるものは前記反鷹の股態を保もて頼粒体を合有し

細胞膜完杢な I:>0 IIIはベプジンを加入せし盤、四日聞を経過するも「ア4プ

ロシン」体は何等の錘化なき広より前詑の如〈遠心分離器を用ひて洗津し、

之K「タカヂアスタ F ゼ」を加へt:IJ、怨る広十四時間にして膨脹し来り四十
八時間を経ても同様の現象を保てれ故に此のタカヂアスターゼ中のAmy-

laseは前「fi－ヂアスターゼJII(比して共の力甚1：・微弱なるも金〈「P」系なるを
知るを得t:IJ、酵素の作用よ b考ふれば「fiJ系の酵素は「F」系の物質II(作用
し、「α」系のものは「α」系の物質に作用するものなればこの黙より考察する

仁「ア 4プロジシ」体は「fi－ヂアススーゼ」の作用を受〈るを以て「fiJ系；こ属す
るものならむさ推論する事を符ぺし。 IVはベプジンを添加せる佳一週間を経

過せしめたるも「フ4プロジン」体の肢態は全〈襲｛とな（愈々鮮明氏残留せら

れたり。

5, キチナーゼ（Chitinase ）－此の酵素を得んが矯に Bacilluscht'tinobo!us 

を培養し、之れが分泌せる酵素を利用せら、即も腐敗に傾きたる茸を取。

て燐酸加里、硫酸マク・ネジユム各々0.3o/o及ぴ之れlこ若干の「キチン」を加入せ

る培養基中に浸漬し雨三日にして Bact"!!usch£tt'nobolusの盛んに費育せるを待

も其の液を採り之l二分生胞子をλれたるlこ数日；後「九プ官ジン」体は稿膨脹

せるのみなり、之れ庇よ 0 ても「 7~ プロシン」体は「キチン」ごは異なるもの

なる事を知b得？とり。

6. 胞子よ b分離せる酵素ー＊胞子の費芽庇嘗り「フ 4プロジン」体は共の

替養分として消費せらる》は明かなる事賃なり o依bて必すもや共慮に一斑の
分解酵素の存在すべき事を想像せらる、によ Oユプガホの葉上より胞子を出
来得る限b多（集め、之れが稜芽を計りて酵素の微量を符？と れ此の酵素中

に胞子を浸漬したるに三日後にして纏ぺての「九プロジン」体は頼粒般に麓

じ漸次小形さなる肢恰も胞子稜芽の場合さ同様なるを認めた b。但しj叱の酵

各胞子の還を芽一分生胞子は線ぺて愛芽管を以て~芽し、普還は只一本合溌芽管を生ずるも稀lこは

量生本を坐ずる事あり、雪量芽後凡そ三日にして先端に吸器を構成ナ．童日i折設芽をなす際に於ける締砲

内容物の聖書｛ヒを見るに先づ六時間にして後胞il'i失 L約ヘ時間後にして f7~ プロシン」体は漸次サ、形

とな町塗に不明瞭さなり細胞の内容物は穎粒紙芝なる、 .l!Pち「 7~ プロシンJ体は溌芽に際し明かに

務費せらる、動より考・祭すれば貯蔵物質なろ事は明確なる事なり。
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素の性質に閲しては向ほ不明な主により今後の研究を要する所な h。

以上の酵素試験に依れば「プ 4プロシン」体はベプシンの作用は杢〈受け

守、 Cytase,Chitinaseにも大なる務化な〈濁b「3」系の Diastaseによ hて容
易に分解せらる、を見れば澱粉類に近似せるものなる事を思はしむ0 （第三

表参照）

「ヲィ？ロシン」体類似物質の比較反慮

「ブ 4プロジン」体は Fungus-cellulose（！：共の化皐反臆の殆ざ近似せる黙よ

9 ZoPF氏は之さ相類似せる物質ならむさ稿せり。然して Fungus-celluloseは

其の化事的の成分ょ 0云ふ時は一種のキチン質（C6H1105NH2……Nの合量
は6.9-7.0%）なるこさは今日多〈の人々の認むる所なるが知し、今試みに

Fibrosin body, Fungus-cellulose, Chitinの三者を比較し見る民其の反踏に於t

多少の遅速さ強弱どを兎れ5るも大要に於ては相類似せるものなるを認めら
る、而して殊に興味ゐる事責は硝酸及び盤酸の反臆にて Fibrosinbody, Fungus-

cellulose, Chitinの順位K従ひて共の溶解度を増し、苛性曹達、グローJV沃度

亜鉛にては之ご民主Jの現象を現はす事なれ而して Fungus-cellulose巴 Chitin
zの差は恰も Fungus-cellulose (!: Fibrosin bodyとの差iこ於りる程度にして
Fibr.)sin-bodyがFungus-cellulosere近似せる物質なる事は明かなる事貨なり。
更に石茨酸K劃する反騒を見るι該酸を注加するや「h プロシン」体は直に
膨脹して除々に集会し始む、然るに澱粉（C白H1205)n、叉は護諜質物例へば

「アラピヤゴム」（C90H1l2074）の如きものに此の酸を加ふる時は前者は熟し

たる場合に溶解し、後者は常温に於て除々に溶解す。故fit:「フィプロジンJ体
は少くともこの黙に於ては茨水化物に近きものなる事・を認めらる。

次氏 Fo置x氏は Rosazurineを作用せしめたる時K「71プロシン」体が非

常広明瞭K着色する事賞よりしてCallose~r.近きものと認めらる》も之と異る

黙は「アノV:7-JV  jに不詰まにして「アン毛ニヤ水Juとよりて膨脹せ5るにありど
なせり、而して向ほ Calloseは盤化カJVジウム液民溶解するものなるも「フ 4

プロシン」体は作用を受付さeる勲氏於ても異れり。

Foiix氏は Volutinの接燭によ 9て「プ 4プロシン」体の増大するものな

。ど稽しつ 3あり、依hて予は先づ争仰erotlzecaf ul.なineaの分生胞子及菌総
を用ひて Volutinの化事反醸の試験を行ひたれ

I. Methyl blue一本液を用ひて染色したる区分生胞子、捨子梗、菌練中

区は明か民藍色民染色する頼粒体の存在するを認むるも「フ4プロ VY」体は
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着色せらる、事なし、向ほこの場合に於て頼粒肢のものにして染色せられぎ

る物質の混ずるを認め t~ 6。
2. Methyl blue-Potassium-iodide solution of Iodi<le-natrium-carbonateの

反慮一始め Methylblueを加へ、数分後カバーグラスの一方よ 0吸水紙を以
て之を吸収し去り、次に沃度沃度加里を加ふる時は原形質は淡褐色に、頼粧

体の或者は稿、黒色に染色せらる、を見るも「プ 4プロジン」体には務化なし、

之に茨酸ナト？ウムの液を加ふる時は総ぺて槌色するに至る。

3. 茨酸ナト？ヲム溶液一本液にては頼粒体中微小なるものは容易に溶

解するも「ア 4プロジにi体は作用を受付今。
以上の反態よ b考察する区分生施子及菌締中には特種型「アィプロシン」
体の外確賞Ii?:二棋の頼粒体の存するを見る、其のーは Volutinの反臆を確寛

仁表現するを以て Volutinなhど思惟す。他のーは「アィプロシン」体芝同質
のものな f)＜：：認む。 Volutintま多くの菌額の貯蔵物質ごして合有せらる》もの

なれば、ラドンコ菌科中にも存するは敢て奇とする所にゐら令。千九百周

年 MEYER氏（10）は Volutinは「ピクレヅト」反臆及び「ミロン」氏反臆を表は

さざるによ h蛋白質の分解産物たる「ユクク νイシ」酸の類に編λせb。依っ
て Volutinご「ニクク νイン」酸とを比較するために麹より採bたる純粋なる

「ニクグレイン」酸（CasH s s N is P • Oa2）を採bて共の性質を試験せれ共の結
果失の如L0 

J. 水lこ溶解す

2. 沃度に溶解す、然れざも沃度のセJVローズ反臆なし

3・酸化銅アン毛ユヤ液には不溶な。

4・石茨酸には白濁を起して読ま解す

5. Methyl blueには濃藍色に着色す。

以上の性質より考ふるに前賞験の Volutinの粒さは其の性質稿類似せる

ものあるも其の多（の化事的試襲に封して溶解度甚だ大なれ故にVolutinl主

「ニクグレイン」駿にもあらすも、叉「プィプロシン」体Zも異なり従って Volutin

が集合して「アィプロシン」体を増大せしむるどの事貨に関しては幾分の疑ひ

を存するものなり。

ヲィ？ロシン粧

前述「アィプロジン」体の賞験中分生胞子及び菌練中に頼粒肢にして常に

共の化事薬品、染料並lこ酵素lこ封する反醸の「ブィプロジン」体さ同一現象を表
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すものを認めたり、之を確めんために特に多（の頼粒体を含有宇るカナピキ

サラ（lhesium clzinense）に寄生せる Eヴ・siphePoly goniの胞子及び菌線を採0、

化事試験及染色試験を施したるに常l二「アィプロジン」体ご同一結果を得？とり、

依りて特種型「フィプロジン」体の外に「プィプロジン」粒なるもの、存在を確認

し、従つ℃頼粒体中には「フィプロジンJ~ Volutinさの二種の粧の存在する
もの在るを認む。此の事賞に就きては嚢に津田氏は共著「分生胞子時代より、

観たる肇跨産粉病菌属につきて」の沼八頁に於て予が Fo茸X氏の稀する如〈

Volutinが「アィプロジン」体に添加するの事貨を賛同せるが如ぐ謀って引用せ

られ、且つ頼粒体は杢部 Methylblueによりて染色せらる》によ b「フィプロ

ジン」体は存在せぎる旨を記されたり。予の賞J験によれば Methylblue乞添

加し直ちに掠鏡する時は一見杢頼粒体染色せる如〈見ゆるこごあるも或粧が

染色せられさ五こさは洗浮して周園の色素を去れば容易に認めらる、さ共に

共他の多〈の反臆に於て明か広「フィプロジン」粒の存在を認むる慮なり。

結 論

「アィプロジン」民主まする化事、染色及び酵素の反臆等の各試験よ b線合す
れば「プィプロジン」は Fungus-cellulose及 Chitinに最も近く共の加水分解せ

らる、 f[C及びては澱粉に類似せる反臆を現すに至るものな h。更に Chitinの
化皐的の性質を窺ふ ~t.加水分解の結果は複六茨糖体さ「アミド」基さを生守、る

ものなり、「アィプロシンJur.於ても亦加水分解の結果「アミド」基を失ひて複
六茨糖の反臆を表現する ~r.至るものならむさ考へらる。

蕊に於て「アィプロジン」は少なく芭も窒素を含有する「/1J系の複六茨糖
iこして蝦定分子式（C6H1005)nNH2を以て表はし得ィきものならむか。

〈北海道帝園大事植物皐致室に於て〉

． 
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R主sU'M主

It is a well known fact that the so-called “Fib rosin-body”a reserve material, 

is contained in every organs of the genera belonging to, the family Eヴsi-

phaceae. In the present investigations, its staining, enzymic and chemical re-

actions were tested. The writer came to the conclusion that the “Fib rosin” 

seems to be a ,8-VI-carbohydrate containing N, and its molecular fom叫amay 

be (C6H1005)nNH2・ The“Fib rosin”assumes not only a special form, but 
very often granular in its conidium, conidiophore, ascospore and mycelium. 
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